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い
き
い
き
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
２
回
目

の
活
動
と
し
て
清
川
探
検
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
余
目
駅
か
ら
電
車
で
出
発
、
車
内
で
黄
金
色

の
稲
穂
の
絨
毯
や
、
山
々
の
景
色
に
興
奮
し
つ

つ
清
川
駅
に
到
着
。
清
川
観
光
ガ
イ
ド
の
本
間

洋
子
氏
よ
り
ご
案
内
い
た
だ
き
、
徒
歩
で
御
諸

皇
子
神
社
、
北
楯
大
堰
、
北
楯
頭
首
工
、
古
戦

場
な
ど
清
川
の
名
所
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
も
み
ん
な
が
大
興
奮
し
た
頭
首
工
で
は
、

空
気
の
量
で
水
の
流
れ
を
調
節
す
る
巨
大
な
ゴ

ム
パ
イ
プ
や
、
ス
モ
ー
キ
ー
グ
リ
ー
ン
の
美
し

い
立
谷
沢
川
に
魅
了
さ
れ
、
『
小
学
校
で
習
っ

た
北
楯
大
堰
っ
て
こ
ん
な
に
す
ご
い
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た
よ
。
』
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
旧
清
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
赤
と
ん
ぼ
の
舞
う
中
み
ん

な
で
鬼
ご
っ
こ
。
子
供
た
ち
の
足
の
速
さ
、
太

い
丸
太
や
大
き
な
石
を
飛
び
越
え
る
運
動
神
経

の
良
さ
に
圧
巻
。
そ
の
傍
ら
で
ト
ン
ボ
取
り
に

夢
中
の
子
も
。

　
清
川
関
所
で
は
歴
史
を
学
び
、
船
見
番
所
で

雄
大
な
光
景
と
川
の
流
れ
に
癒
さ
れ
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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 Part3

第一公民館区芸術祭編

　
第
一
公
民
館
開
館
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て

い
た
芸
術
祭
は
、
当
初
か
ら
多
く
の
方
か
ら

作
品
を
お
借
り
し
盛
大
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
食
堂
」
や
「
喫
茶
　
ひ
ば

里
」
も
開
店
し
お
腹
も
満
た
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を

利
用
し
、
部
落
の
婦
人
会
や
サ
ー
ク
ル
の

方
々
が
出
演
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
で
見
物

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
か
が
り
火
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
芸
術
祭
は
展
示
と
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

み
と
な
り
、
現
在
の
第
一
公
民
館
区
の
特
徴

で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
形
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

　
ホ
ー
ル
を
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
盆
栽
や
写
真
の
ほ
か
に
、

獅
子
も
展
示
さ
れ
、
そ
の
迫
力
に
見
学
に
来

た
園
児
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

平成２年頃の様子 

【
親
子
DE
楽
笑
く
ら
ぶ
】

　
２
回
目
は
水
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　
立
谷
沢
川
の
玉
川
第
六
砂
防
堰
堤
周

辺
で
水
鉄
砲
な
ど
で
遊
び
ま
し
た
。
お

昼
に
は
北
月
山
荘
前
の
広
場
で
ホ
イ
ル

焼
き
を
作
り
、
プ
チ
キ
ャ
ン
プ
気
分
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　
３
回
目
は
作
品
制
作
で
す
。

　
青
刈
り
し
た
ワ
ラ
は
と
て
も
い
い
匂

い
で
し
た
が
、
ね
じ
っ
て
リ
ー
ス
の
形

に
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
か
な
～

　
庄
内
町
で
採
れ
た
松
ぼ
っ
く
り
や
ド

ン
グ
リ
、
唐
辛
子
な
ど
で
飾
り
を
つ

け
、
一
人
一
人
の
個
性
が
光
る
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

【
い
き
い
き
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
】

　
１
回
目
は
酒
田
「
き
ら
め
き
の
会
」
様

よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
、
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
各
々
好
き
な
色
の
ガ
ラ
ス
を
選
び
、

金
魚
・
マ
ン
ボ
ウ
・
リ
ー
ス
の
う
ち
一
つ

を
制
作
、
細
か
い
作
業
や
ハ
ン
ダ
ゴ
テ

を
使
っ
て
の
溶
接
な
ど
一
生
懸
命
取
り

組
み
、
出
来
た
作
品
を
手
に
、
み
な
誇
ら

し
げ
で
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

【
か
ね
の
な
る
木
】
（
川
村
昭
三
氏
　
館
）

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
中
頃
に
は
可
憐
な
花
も
咲
き
始

め
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

令和元年の様子 

平成８年頃の様子 
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館報  おいわけ（4）

 
 
 

 
★公民館利用について 
新型コロナウィルス感染予防のため利用を制限
させていただく場合があります。 
予約の際にお尋ねください。 
※マスクの着用 
※3 密（密閉・密集・密接）を避ける 

12/25(金)・１/6(水)

子ども映画会幼児向け

 

 

 第一学区芸術祭は中止になりましたが、作品

制作をされている皆様の活動の成果を発表する

場として、ロビー展示を開催しています。 
これまで【ちぎり絵サークル】【庄内町交通安全

母の会 ハートフルメール】【絵手紙サークル】

の作品を展示させていただきました。  
　今後は【折り紙サークル 暖語の会】の展示を

予定しています。 
ぜひ、ご覧ください。 

 
 

休館日のお知らせ 

 12 月 29 日（火）～ 

 1 月 21 日（木）

1 月 3 日（日）

年末年始休館

清掃休館日  

　庄内町では、令和 4年度から町内 7か所の学区・地区公民館のコミュニティセンターへ

の移行と指定管理者制度の導入を目指しています。

　これまで、町内の社会教育関係団体などの代表者で構成された「検討委員会」や住民参

加型の「公民館のコミュニティセンター化を考える懇談会」などを開催し検討を重ねてき

ました。12月には検討委員会から提出された報告書を踏まえ、基本方針（案）が策定され

る予定です。

 

 

学区地区公民館のコミュニティセンターへの移行と
指定管理者制度の導入について

【なぜコミュニティセンターにする必要があるの？】
　学区地区公民館は社会教育や生涯学習を中心に地域の拠点となっていますが、少子高齢

化や人口減少などが進み、青少年の育成や高齢者世帯の見守りなど、地域における課題も

多様化し、地域づくりに求められる分野が拡大しています。これからは、住民自らが地域

の課題を確認し、課題解決を図っていくことが持続可能な地域づくりには重要です。

佐藤繁也さん（猿田町）から2枚の絵画を
ご寄贈いただきました。
来館の際には、ぜひご覧ください。

★上映時間：10：30～（60分）
★入場無料
★定員：50人（完全予約制）
　☎42－2019
★マスクの着用をお願いいたします。

開催情報については随時町広報・ホームページなどで
お知らせいたします。ご確認ください。映画会・成人講座


